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（１）文章を読む時に、
　　　文字や行を読みとばしてしまう

（２）字のバランスが悪い、何かが多い・足りない字を書いてしまう
　　　ノートやシートにバランス良く書けない、曲がってしまう

　文章を読む活動では、読み始めの位置が
わからないことや、読んでいる最中に文中
の文字をとばしてしまうこと、また、行を
丸ごととばして読んでしまうために、内容
のつながらない音読をしてしまう様子が見
られます。

　字形が整わずにバランスが悪い文字（写
真１）、傾いている文字、あるいは、画数が
多い・少ない文字（写真２）を書く様子が
見られます。また、ノートやワークシート
の枠の中心に字や文が寄ってしまうこと（写
真３）、罫線がないと、文が斜めになってし
まう様子（写真４）も見られます。

写真１
字形が整わない
「おとな」

写真４
罫線がないと文を右下がりに書いてしまう
「アンケート作成者の話し合い」

写真３
ワークシートの真ん中
に記載内容が集まって
しまう

写真２
「感謝」のいくつかの構
成要素が抜けている

国語であらわれる学習上の困難 ① 「音読・黙読、書字・書写」編

こんな○○で困っている子はいませんか？

15

（加藤 隆芳）

（１）文字を見ること、読むこと

（２）文字を書くこと

（１）文字を見ること、読むこと

①　文字の構成を認識しやすいフォントやサイズによる提示を行う。
②　熟語や文を見取りやすいフォントやサイズによる提示を行う。
③　読み取りやすい字間や行間を設定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

①　文字の構成を、へんやつくりなど部分に分けて学習する。
②　音声言語による運筆動作のイメージ化を取り入れた学習活動を行う。
③　文字の構成などについて言葉で補う（例　明は「日」と「月」）。　　　　　　  など

※別項の「ワークシートについて」（202 ページ）も参照してください。

※別項の「ワークシートについて」（202 ページ）も参照してください。

こうしたむずかしさの背景として考えられることには、主に次の点が挙げられます

①　斜めや交差による文字の構成をとらえることが苦手。
②　文字を見取り・読み取りを始める起点を定めることが難しい。
③　画数が多い文字や、字間・行間の狭い文では、構成要素が重なって見えてしまうため、
　　類似する文字の区別がつきにくい（例　豊と畳　旅と族　など）。

など  

（２）文字を書くこと

①　腕や手、指を円滑に動かすことが難しいため、運筆をスムーズにできないことがある。
②　斜めや交差による文字の構成をとらえて書くことが苦手。
③　文字を書くための起点と終点を定めることが難しい。
④　画数が多い文字や、字間・行間の狭い文では、構成要素が重なって見えてしまうため、
　　正確な文字を書くことがうまくできない。

など

手だての例として

本書の使い方

　本書は、小学校から高等学校における９つの教科で構成されています。はじめに

小学部、中学部、高等部の教科担当者が検討を重ね、脳性まひ児の、  ① 学習の

難しさがよくあらわれる場面や分野 を絞り込みました。それらを［○○科であらわ

れる学習上の困難「□□」編］と表記して各教科の【場面・分野における概要】を

整理しました。

　見開き２ページには、学習の難しさが見られる場面・分野の、  ② 子どもの具体的

な様子 を挙げ、その様子が生じる  ③ 考えられる背景 を探り、それに対して有効

だと考えられる  ④ 手だての方向性（例）を示しています。

【場面・分野における概要】 【指導例】

①学習の難しさがよくあらわれる場面や分野 ⑤具体的な学年と単元③考えられる背景

④手だての方向性（例） ⑦手だての方向性（例）

②
子
ど
も
の
具
体
的
な
様
子

対
応

対応

⑥
背
景

⑧
実
践
し
た
指
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例
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　そして次ページ【指導例】では、学習上の困難が生じることが多い  ⑤  具体的な

学年と単元 の一例を示し、それぞれの場面で顕著に表れている  ⑥  背景 と

⑦  手だての方向性（例）を整理し、そこから具体的な手だてを構築して、  ⑧  実

践した指導例と手だてのポイント を紹介しています。各事例は見開き２ページの形

式としています。

　【場面・分野における概要】 ③ ④ は、それぞれ【指導例】 ⑥ ⑦ に対応しており、【指

導例】ではより具体的な背景と手だての方向性を示しています。

　指導をしている子どもを目の前にして、「こんな時はどうすれば良いのだろう？」と

思った時は、目次から教科とその状況に近い場面を探してご活用ください。
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手だての例として

単元 01 平仮名・片仮名・漢字（小学部１年）

平仮名及び片仮名を読み、書くことができる。
小１の漢字を読み、漸次書くことができる。目　　標

国 語

この単元で見られるむずかしさ

・文字を読むこと、書くことに苦手意識を持っている。
・字形が整わず、なぞり書きをしてもしっかりなぞれない。
・マスの中にバランス良く文字を書くことがうまくできない。

●　目で見た形を正しく模写することが苦手。
●　文字の交差や回旋、斜めなどの運筆が難しい。
●　マスの中にバランス良く、文字を再構成することがうまくできない。
●　書くことへの苦手意識がある。

文字なんて嫌いだ！　だってもうみんなは平仮名読めるし、
書けるし、ぼくが書くと字が変な形になるし…
勉強なんて嫌いだ！！

文字を書くこと、文を書くこと

●　文字の構成を、へんやつくりなど部分に分けて学習する。
●　音声言語による運筆動作のイメージ化を取り入れた学習活動を行う。
●　文字の構成などについて言葉で補う（例　明は「日」と「月」）。
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（村主 光子）

手だての実践例

①　筆順重視：順序を提示すると覚えやすい特徴を生かす

③　空書： いきなり紙に書くことへの抵抗を和らげ、粗大動作として動きを確認し
てから紙面に書くようにする

②　まとまりを作る： 似ている形や部首、それらの組み合わせとしてとらえられる
ようにする

④　言語化： 目で見て形をとらえ構成することが苦手な場合、言語化する力を生か
して形をとらえ、構成する（書く）

⑤　漢字の成り立ち： 有意味化することで長期記憶しやすくなる特徴を生かす

　その文字が一画ずつ構成されていく過程を見せる。一画ずつ色を決め、色分けすると今書か
れた形に注目しやすくなる。筆順を当初から重視することにより、文字は上から下に、左から
右に構成されていることも身についていく。

　紙に書くことに抵抗のある子どもは、動きの経験の少なさや上肢の動かしにくさなどに課題
のある場合が多い。その文字の一画一画の動きを大きな動きで再現する。黒板では縦の線は「上
から下」だが、紙面上では「奥から手前」となることに注意して子どもが混乱しないように配
慮する必要がある。

　似ている部分ごとに色分けする。似ている部分に注目しやすくなり、いくつかの部分が組み
合わさって漢字が構成されていることに気づくようになる。

　上と下のどちらの線が長いかとらえにくい子どもの場合、「上に短く横。下になが～く横。」
と一緒に唱えながら形をとらえる。形を構成する（書く）時も同様に唱えながら書くことで、
上と下の長さを意識しやすくなる。

手だてのポイント

　文字学習に対して苦手意識を持たせないように、読み書きできるようになってい
く自分に気づけるように指導することも大切です。子どもたちの得意とする取り組
み方（順序化、言語化、有意味化等）を生かし、苦手な部分を補う指導方法が有効
です。また、上肢に不自由があっても書いて覚えることはとても重要です。紙面に
書く前に、その文字の一画一画の動きを大きな動きで再現してみることが有効です。


